
 

 

 

絵の ない 絵本 

いのち の ばとん 
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「防災一人語り」絵本・童話シリーズ ２ 

 



 

 

あかるく げんきな さおりちゃん。 

かぞく みんな なかよし。 

わいわい にぎやかで たのしい まいにち。 

 

ずっと ずっと たのしい まいにち。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 

 



 

 

きょうは さおりちゃんの  

１６さいの たんじょうび。 

リレーの せんしゅに えらばれている 

うんどうかいの ひ。 

 

“よーい、ドン” 

リレーが はじまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              ３ 



 

 

“バタン” 

リレーの バトンを わたしたあと 

さおりちゃんは とつぜん たおれました。 

たくさんの せんせいや  

おともだちが みているまえで。 

 

「ピーポー、ピーポー」 

きゅうきゅうしゃが とうちゃくしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 



 

 

「さおり がんばって」 

「がんばれー さおり」 

みんな 「いきていてほしい」と  

ねがいました。 

 

でも・・・ 

さおりちゃんは とおい そらの むこうに 

たびだちました。 

 

びょういんの せんせいは いいました。 

「もうすこし はやく のうに  

さんそが いっていたら・・・」  

 

 

 

 

 

 

 

                                              ５ 



 

 

ママも パパも  

きょうだいも おともだちも 

みんな みんな  

とても かなしい きもちに なりました。 

 

ママは かなしくて かなしくて  

ないて ないて 

なみだも かれて しまいました。 

 

 

 

 

 

 

sakura 

６ 

 



 

 

ママは なんども なんども  

かんがえました。 

「どうして さおりの いのちを  

たすけられなかったのか。 

おおぜいの ひとが いたのに・・・」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                              ７ 



 

 

そして ママは いのちの  

たすけかたを しりました。 

それは   

ＡＥＤ（えー いー でぃー） 

とまりかけた しんぞうに  

でんきショックを あたえる きかい 

ＣＰＲ（しー ぴー あーる） 

こきゅうと しんぞうの うごきを たすけ 

いのちを つなぐ ほうほう 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 



 

 

みんなの ゆうきが たいせつ。 

きゅうきゅうしゃが くるまでの  

わずかな じかんが 

いのちを たすけるために  

たいせつな じかん。 

 

きゅうきゅうたいの ひとへ 

びょういんの せんせいへ 

いのちを つなぐ じかん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              ９ 



 

 

のうに さんそを おくりつづける。 

あなたの てで 

ＡＥＤ（えー いー でぃー）で ゆうきで  

いのちを つなぐことが できる。 

 

ママは みんなに つたえてきました。 

いのちの たすけかたと 

「いのちを たいせつに しよう」 

ということ。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

10 

 



 

 

「じぶんの いのちも  

ほかの ひとの いのちも 

おなじように  

たいせつに してほしい」 

 

「あなたが いなくなったら  

かなしむ ひとが いる。 

だれかが いなくなったら 

かなしむ ひとが いるよ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 



 

 

ママに たくさんの  

なかまが できました。 

 

たくさんの ひとが 

いのちの たすけかたを しりました。 

 

ＡＥＤ（えー いー でぃー）で 

ＣＰＲ（しー ぴー あーる）で  

たすかる いのちも ふえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 



 

 

とおい そらの うえから 

さおりちゃんは、 

ママが がんばっているのを  

ずっと みていました。 
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１６ねんの つきひが ながれました。 

 

とおい そらの うえから 

さおりちゃんは にっこりしながら いいました。 

「ママ、わたしは ずっと ママを みてきたよ。 

はなれていても いつも いっしょだよ。 

これからは ママも わたしも  

じぶんの じんせいを がんばろ」 
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「うん わかった。わたしも  

ひとりだち しなくちゃね」 

 

ママは とおい そらを みて  

つぶやきました。 

「ありがとう さおり」   
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あとがき 

 このお話は、実際に 16 年前に 16 歳のお子様を亡くされたお母様の 

活動の実話をもとに作られた、防災一人語り「命のバトン」の脚本を 

元に言葉を綴らせて頂きました。 

趣味で空想の物語を綴っていた私にお話を頂いた時は、お会いした 

事のない方の命の実話を綴ることに戸惑いがありましたが、永島直樹 

様の脚本を読ませて頂き、涙があふれ、救命措置の大切さ、命の大切 

さを、小さいお子様にも伝えたいと思い、綴りました。 

奥付にお名前の記載のある川﨑眞弓様と、森光 実様をはじめ、記載 

のない方々にもご協力・感想・修正を頂きながら、文章力が未熟な私が 

完成させる事が出来ましたことに、心より感謝いたします。 

音森 奏 
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文  音森 奏 （おともり かなで） 

表紙・13頁・奥付のイラスト 川﨑沙織（16歳の誕生日の 4日後、2002年 9月 10日に 

ご逝去されました） 
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